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平成 25 年

　３月10日に執行された北広島町長選挙において、新
しく箕野博司町長が誕生しました。３月11日に前田三
夫選挙管理委員会委員長から当選証書が附与され、３
月13日が箕野町長の初登庁となりました。初登庁時に
は、役場本庁正面玄関にて職員が出迎え、北広島町の
新たなスタートの日となりました。写真は就任式の様
子です。　　　　　　　　（２～９ページに関連記事）



就
任
の
ご
挨
拶

北
広
島
町
長

箕み 

野の 

博ひ
ろ 

司し

　

今
回
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

新
し
く
町
長
に
な
り
ま
し
た
箕
野
博
司

で
す
。

　
こ
こ
北
広
島
町
に
も
新
し
い
風
が
吹

き
ま
し
た
。
こ
の
度
の
選
挙
で
は
、
町

民
の
多
く
の
方
々
に
町
政
へ
の
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
い
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。「
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
」、「
ど

ん
な
町
に
し
た
い
の
か
」、「
自
分
た

ち
の
生
活
は
守
れ
る
の
か
」・
・
・
私

は
町
内
あ
ら
ゆ
る
地
域
を
回
ら
せ
て
い

た
だ
く
中
で
、
交
通
・
農
林
業
・
医
療
・

地
域
お
こ
し
な
ど
生
活
そ
の
も
の
に
関

わ
っ
て
、
色
々
な
ご
不
満
や
ご
意
見
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。
ま
た
、
空
き
家
の

多
さ
な
ど
地
域
の
課
題
を
目
の
当
た
り

に
も
し
ま
し
た
。

　
町
長
と
し
て
今
、
多
く
の
期
待
と
責

任
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

私
が
訴
え
て
き
た
こ
と
を
、
実
行
に
移

し
て
参
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
点
目「
開
か
れ
た
行
政
と

民
間
経
営
手
法
の
導
入
」

　
『
情
報
公
開
と
透
明
性
の
重
視
』行

政
が
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
町

民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
情
報
公
開
に
努
め
、
説
明
会
な
ど

を
開
き
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
皆
様
の

声
を
施
策
に
生
か
し
て
い
く
た
め
、
町

の
将
来
の
姿
を
提
案
・
実
現
す
る「
政

策
立
案
室
」を
新
設
し
ま
す
。

　
民
間
は
、
他
の
企
業
・
商
店
な
ど
と

の
競
争
の
上
で
生
き
延
び
る
た
め
、
お

客
様
の
要
求
に
沿
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
り
、
採
算
性
を
考
え
て
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
私
は
、
独
占
企
業
で
あ

る
役
場
・
行
政
に
も
、
こ
の
感
覚
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
税
金
を
納
め
て
い

た
だ
く
町
民
の
皆
様
の
気
持
ち
を
考
え

た
職
員
の
対
応
や
、
無
駄
遣
い
の
無
い

町
政
を
め
ざ
し
ま
す
。
５
年
先
・
10
年

先
を
見
据
え
て
、
計
画
的
に
事
業
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

２
点
目「
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

支
所
を
拠
点
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

　
北
広
島
町
は
、
地
域
に
よ
り
気
候
・

風
土・歴
史
な
ど
様
々
な
特
徴
が
あ
り
、

こ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
も
様
々
で

す
。
支
所
ご
と
に
、
こ
の
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
地
域
お
こ
し
や
人
づ
く
り

を
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、

急
を
要
す
る
町
民
の
願
い
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
支
所
に
権
限
・
予
算
を
持

た
せ
ま
す
。

３
点
目「
地
域
資
源
を
活
用
し
た

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」

　
山
や
田
ん
ぼ
の
多
い
北
広
島
町
で
す

が
、
こ
の
ま
ま
進
む
と
こ
れ
ら
の
地
域

資
源
は
、
危
機
を
迎
え
ま
す
。
農
林
業

の
振
興
を
図
り
、
地
域
に
合
っ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
産
業
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が

急
務
で
す
。
こ
の
大
き
な
事
業
は
、
森

林
組
合
・
農
協
を
は
じ
め
、
地
域
の
企

業
や
専
門
知
識
・
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
方
々
の
知
恵
や
助
け
を
い
た

だ
き
、
一
緒
に
な
っ
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
財
政
が
厳
し
い
中
で
、
こ
れ
ら
の
こ

と
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
は
、
大
変
困

難
な
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
開
か
れ
た

行
政
の
も
と
、町
民
の
皆
様
と
共
に「
明

る
く
元
気
な
町
づ
く
り
」を
、
一
歩
ず

つ
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。「
町
民
の
た
め
の
行
政
」「
公
平
な

行
政
」を
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
重
ね
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
、
町
長
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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平
成
25
年
３
月
北
広
島
町
臨
時
議
会

に
お
い
て
、
北
広
島
町
副
町
長
及
び
各

委
員
会
委
員
の
選
任
と
任
命
に
つ
い

て
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
に
就
任

さ
れ
る
方
と
引
き
続
き
就
任
さ
れ
る
方

を
紹
介
し
ま
す
。

副町長・教育長・各委員会委員が決定しました。

３月13日、箕野町長初登庁

３月13日、箕野町長初登庁

副町長
清水  孝基

教育長
池田  庄策

教
育
委
員　

下
田  

洋
夫

監
査
委
員　

中
村  

勝
義

３月11日、前田選管委員長から当選証書を附与された箕野町長

　
平
成
25
年
３
月
13
日
、
箕
野
博
司
町

長
に
よ
る
新
生
北
広
島
町
が
始
動
し
ま

し
た
。
就
任
式
で
は
、
開
か
れ
た
町
政

の
実
現
に
向
け
て
の
提
案
と
町
民
目
線

で
の
職
務
の
遂
行
な
ど
、
町
職
員
へ
の

訓
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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広
報
広
聴
室
の
設
置

　
町
民
へ
の
情
報
提
供
機
能
の
強
化
・

充
実
を
図
り
、
町
民
に
身
近
な
町
政
の

実
現
に
向
け
た
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

く
た
め
、「
広
報
広
聴
室
」
を
総
務
課

へ
設
置
し
ま
す
。

文
化
振
興
室
の
設
置

　
本
町
の
財
産
で
あ
る
文
化
財
や
芸
術

文
化
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
専
門
性
に

配
慮
し
て
専
門
職
員
を
配
置
し
、
柔
軟

か
つ
機
動
的
な
対
応
を
図
る
た
め
の
組

織
「
文
化
振
興
室
」
を
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
へ
設
置
し
ま
す
。

仁
愛
園
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入

　
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

た
安
定
的
か
つ
効
率
的
な
運
営
と
、
更

な
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

◎
本
庁 

IP
☎
０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

２
１
１
１
（
代
）

町
長

箕
野 

博
司

副
町
長

清
水 

孝
基

危
機
管
理
監

松
浦 

誠

大
本 

賢
一
郎

総
務
課

課
長 

中
原 

健

課
長
補
佐

　
　
畑
田 

正
法

総
務
係

係
長 

植
田 

優
香
田
村 

智
行
・
木
村 

隆
之
・
高
田 

幸
治
・
仲
野 

亜
希

行
政
管
理
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
原
田 

靖
久
・
吉
岡 

秀
樹
・
久
次 

恭
子
・
垣
谷 

英
一
・

石
井 

佳
奈

広
報
広
聴
室

室
長 
石
坪 
隆
雄

田
辺 

康
行
・
小
椿 

美
紀
・
宮
本 

真
里
・
原
田 

雄
二

財
政
課

課
長 

新
枝 

和
範
指
導
検
査
監

　
　
牧
野 

克
真

課
長
補
佐

　
　
砂
田 

寿
紀

財
政
係

係
長 

宮
地 

弥
樹
高
野 

さ
や
か
・
国
吉 

孝
治
・
梅
本 

孝
宏
・
溝
上 

正
義 

管
財
契
約
係

係
長 

五
反
田 

篤
齋
藤 

兼
治
・
國
芳 

顕

企
画
課

課
長 

古
川 

達
也

企
画
調
整
係

係
長 

矢
部 

芳
彦
服
部 

昌
英
・
道
川 

智
治

地
域
振
興
係

係
長 

近
藤 

貞
治
中
祖 

和
史
・
大
野 

裕
紀

派
遣
（
広
島
県
観
光
連
盟
）

大
成 

純
一
郎

観
光
交
流
室

室
長 

清
見 

宣
正

専
門
員 

沼
田 

真
路 

藤
井 

明
美
・
小
川 

康
貴

立
地
定
住
推
進
室

室
長 

隅
田 

好
則

齋
藤 

栄
一

税
務
課

課
長 

信
上 

英
昭

所
得
係

係
長 

中
川 

俊
彦
竹
本 

美
恵
・
真
倉 

仁
司
・
藤
澤 

健
次
・
日
高 

久
美
子

資
産
係

係
長 

芥
川 

智
成
森
川 

恭
子
・
和
泉 

正
明
・
越
岡 

真
喜
子
・
小
林 

大
地

徴
収
対
策
室

室
長 

西
村 

豊 

税
務
査
察
員
辰
川 

勝
則
福
田 

透
江
・
亀
寶 

真
・
大
膳 

冬
希

町
民
課

課
長 

輪
田 

孔
俊

住
民
係

係
長 

新
田 

洋
子
小
川 

友
里
江
・
伊
藤 

新

国
保
年
金
係

係
長 

植
田 

伸
二
大
畑 

紹
子
・
瀧
野 

友
裕

派
遣（
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
）
坪
内 

聡
子　
　

人
権
・
生
活
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー 
所
長 
森 

孝
行

藤
田 

美
香

環
境
管
理
室

室
長 

坂
本 

伸
次

専
門
員 
寺
川
浩
郎
出
廣 

美
穂
・
小
山 

渓
太

危
機
管
理
監
の
組
織
設
置

　
災
害
対
応
の
迅
速
化
、
米
軍
低
空
飛

行
な
ど
に
よ
る
町
民
の
不
安
解
消
及
び

国
際
社
会
に
お
け
る
緊
張
や
有
事
へ
の

対
応
に
向
け
、
町
長
直
属
の
「
危
機
管

理
監
」
を
組
織
と
し
て
設
置
し
ま
す
。

行
政
組
織
新
体
制
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福
祉
課

（
福
祉
事
務
所
）

課
長
兼
所
長 

　
　
清
水 

孝
幸

主
幹 

友
広 

慎
治

福
祉
係

係
長  

細
居 

治

（
査
察
指
導
員
兼
務
）
美
濃 

恭
子
・
開
本 

美
由
紀
・
下
杉 

昌
樹
・
行
井 

秀
二
・

道
川 

和
樹
・
加
藤 

祥
子　

子
育
て
支
援
室

室
長 

多
川 

信
之

専
門
員 

三
宅 

克
江
国
吉 

朋
美
・
伊
藤 

正
・
宮
内 

有
香

芸
北
つ
く
し
保
育
園

園
長 

上
田 

早
苗

片
桐 

裕
子
・
上
田 

和
永

新
庄
保
育
所

所
長 

古
川 

富
士
子

上
田 

澄
子
・
吉
岡 

晶
子
・
安
本 

美
和

本
地
保
育
所

所
長 

奥
迫 

由
美
佐
々
見 

博
子
・
津
賀
山 

有
紀
・
大
上 

理
恵
・

川
本 

喜
美
代
・
鳳
山 

直
美

南
方
保
育
所　
　
　
　
　
　
　
　

所
長 

住
田 

千
代
花

田
辺 

由
美
・
水
越 

季
美
子
・
小
笠
原 

麻
美

川
戸
保
育
所

所
長 

石
川 

瑞
枝
住
吉 

美
寿
津
・
佐
伯 

幸
恵

保
健
課

課
長 

佐
渡 

宏
治
主
幹 

多
田 

誠
子
課
長
補
佐

佐
々
木 

靖
志
健
康
増
進
係

（
主
幹
兼
務
）

田
中 

淳
之
・
門
出 

暁
子
・
迫
田 

智
恵
子
・
小
田 

千
里
・

水
野 

雅
美
・
佐
々
木 

理
沙
・
坂
田 

奈
那
子

介
護
保
険
係

（
課
長
補
佐
兼
務
） 

泉 

裕
樹
・
大
内 

由
美
子
・
三
上 

瑠
衣

地
域
介
護
係

係
長 

福
田 

さ
ち
え
頼
政 

ミ
ノ
リ
・
新
増 

栄
史
・
竹
舛 

弥
生

芸
北
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

次
長 
齋
藤 

敏
広

奥
田 

百
合
絵
・
佐
田 

り
つ
こ

豊
平
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

次
長 
角
田 
正
明

雄
鹿
原
診
療
所

所
長 

東
條 
環
樹

原
田 

典
子
・
宮
本 

す
ま
子
・
西
田 

智
絵
・
酒
井 

裕
子
・

薮
谷 

真
由
美
・
近
藤 

玉
江

八
幡
診
療
所

所
長 

川
上 
源
太

中
村 

裕
子

芸
北
歯
科
診
療
所
所
長 

木
村 

菜
穂
子

岡
本 

登
美
子

産
業
課

課
長 

山
根 

秀
紀

課
長
補
佐

　
　
田
中 

正
基

農
業
振
興
係

係
長 

滝
野 

修

田
辺 

五
月
・
大
内 

哲
治
・
西
岡 

直
美
・
田
中 

徹

農
地
調
整
係

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）（
課
長
補
佐
兼
務
）
池
田 

真
未
・
佐
伯 

雄
太

林
業
振
興
係

係
長 

上
田 

俊
則
門
出 

泰
典
・
越
間 

裕
貴

新
規
就
農
推
進
室

室
長 

落
合 
幸
治

表
崎 

崇
樹

道
の
駅
整
備
室

室
長 

佐
々
木 

直
彦

専
門
員 

高
下 

雅
史
竹
下 

靖
彦

舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田

駅
長 

太
田 

衣
美
島
田 

英
樹

建
設
課

課
長 

山
田 

学

建
設
調
整
監

　
　
土
井 

亮
三

課
長
補
佐

　
　
松
田 
順
正

都
市
管
理
係

係
長 

堂
原 

千
春
芥
川 

か
な
え
・
高
木 

智
典

土
木
係

係
長 

川
手 

秀
則
石
川 

一
義
・
山
本 

剛
志
・
藤
田 

一
秀
・
松
若 

孝
亮

農
林
土
木
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
藤
井 

尚
志
・
河
野 

勝
暁
・
岡
崎 

真
也

技
術
統
括
監

田
上 

收
藏
（
非
常
勤
特
別
職
）

国
土
調
査
事
務
所

所
長 

石
川 

斎

国
土
調
査
第
１
係
係
長 

益
田 

智
幸
片
岡 

英
昭
・
堀
田 

健
一

国
土
調
査
第
２
係
係
長 

大
橋 

一
正
石
川 

尚

上
下
水
道
課

課
長 

清
水 

繁
昭

 

課
長
補
佐

　
　
浅
黄 

隆
文

管
理
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
細
居 

操
・
大
塚 

和
典
・
清
水 

鉄
也

工
務
係

 

係
長 

中
川 

克
也
後
藤 

洋
治
・
是
角 

健
二
・
田
津 

正
敏

会
計
室

会
計
管
理
者 

三
宅 

正
登

専
門
員 

畑
田 

朱
美
田
中 

貴
子
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◎
議
会

議
会
事
務
局

事
務
局
長 

成
瀬 

哲
彦

中
川 

和
美

◎
教
育
委
員
会

教
育
長

池
田 

庄
策

学
校
教
育
課

課
長 

細
部 

俊
彦

課
長
補
佐

　
　
河
野 

通
之

学
校
総
務
係

係
長 

迫
井 

一
深
渡
辺 

雪
美
・
浅
香 

潤
観
・
榎 

正
治

夢
・
ま
な
び
プ
ラ
ン
推
進
チ
ー
ム

専
門
員 

奥
田 

淳
治

学
校
指
導
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
大
庭 

潤
也
・
沖
中 

満
春

派
遣
（
県
教
委
）

大
畑 

直
也

生
涯
学
習
課

課
長 

上
原 

隆
弘

 

生
涯
学
習
係

係
長 

槙
野 

一
也
槇
本 

妙
子
・
土
井 

孝
行
・
井
口 

瑞
穂

文
化
振
興
室

 

室
長 

六
郷 

寛

主
任
研
究
員

　
　
沢
元 

史
代
山
縣 

宏
爾
・
白
川 

勝
信

千
代
田
中
央
公
民
館

館
長  

堀
田 

智
子

北
広
島
町
図
書
館

専
門
員 

池
田 

慶
子

◎
芸
北
支
所　
☎
０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

２
１
１
０
（
代
）

支
所
長

上
新 

博
則

自
治
振
興
課

課
長 

萬
田 

晃
成

課
長
補
佐

　
　
藤
吉 

数
磨

振
興
係

係
長 

槙
原
ナ
ギ
サ

専
門
員 

道
沖 

年
弘
池
田 

直
哉
・
山
田 

歩

住
民
福
祉
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
沖
田 

浩
二
・
岡
本 

恵
美
子

産
業
建
設
課

課
長 

酒
井 

忠
典

課
長
補
佐

　
　
岩
見 

学

建
設
管
理
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
中
野 

真
弘
・
村
竹 

明
治

産
業
振
興
係

係
長 

佐
々
木 

新
十
道
沖 

み
ど
り
・
淀
渕 

朱
美
・
新
谷 

明
彦
・
田
中 

大
作

◎
大
朝
支
所　
☎
０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

２
２
１
１
（
代
）

支
所
長

渡
辺 

義
男

自
治
振
興
課

課
長 

佐
伯 

孝
之

課
長
補
佐

　
　
五
反
田 

孝

振
興
係

 

係
長 

小
椿 

治
之
堀
亀 

志
津
江
・
前
迫 

航
平

住
民
福
祉
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
大
下 

裕
史
・
佃 

千
賀
子
・
笠
道 

百
合
子

産
業
建
設
課

課
長 

齋
藤 

幸
司　

建
設
管
理
係

係
長 

竹
下 

秀
樹
平
田 

俊
文
・
佐
々
木 

靖

産
業
振
興
係

係
長 

山
本 

哲

山
本 

一
久
・
洲
浜 

瑞
恵

◎
豊
平
支
所　
☎
０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

１
１
２
２
（
代
）

支
所
長

多
川 

孝
之

自
治
振
興
課

課
長 

藤
川 

秋
江

課
長
補
佐

　
　
林 

秀
治

課
長
補
佐

　
　
田
辺 

正
康

振
興
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）

専
門
員 

藤
井 

泰
子
熊
谷 

忠
明
・
和
泉 

智
子

住
民
福
祉
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
橋
坂 

知
佐
・
上
田 

久
美
子

産
業
建
設
課

課
長 

藤
浦 

直
人

建
設
管
理
係

係
長 

足
利 

英
彰
池
松 

徹

産
業
振
興
係

係
長 
洲
浜 

正
文
頼
政 

孝
治
・
藤
堂 

崇

派
遣
（
広
島
県
土
木
局
）

迫
田 

弘
志
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◎
豊
平
病
院　
☎
０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

１
１
５
５　
☎
０
８
２
６ - 

８
４ - 

１
１
５
５

事
業
管
理
者

山
縣 

司
政
（
院
長
兼
務
）

副
院
長

板
垣 

衛
治

診
療
部

外
科
長 

高
山 

孝
弘

診
療
支
援
部

部
長 

古
賀 

堅
太

放
射
線
科

芳
田 

英
俊

薬
剤
科

吉
永 

綾
一

臨
床
検
査
科

川
手 

砂
和
子
・
大
倉 

花
奈

理
学
療
法
科

平 

健
蔵
・
日
南 

裕
子
・
藤
山 

一
宏

看
護
部

部
長 

岩
見 

兼
子

病
棟
看
護
科

サ
ブ 

岩
田 

ま
き
子

山
本 

明
子
・
石
部 

恵
美
子
・
国
原 

裕
二
・
中
野 

照
子
・

瀧
下 

満
・
村
上 

深
雪
・
小
濱 

賀
奈
与
・
福
井 

幸
子
・

松
田 

慶
子
・
上
田 

晃
平
・
松
本 

美
沙
子
・
今
井 

加
奈
子
・

桃
谷 

宏
光
・
紙
谷 

弥
生
・
久
野 

と
も
え
・
山
根 

美
佐
枝
・

信
本 

恭
子
・
小
蔦 

和
子
・
立
川 

敬
子

外
来
看
護
科 

山
縣 

み
ど
り
・
矢
舖
田 

妙
子
・
丸
本 

江
里
子
・
岡 

弘
子

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所

花
岡 

み
ち
子
・
横
田 

妙
子
・
白
砂 

道
子

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所

雪
田 

和
也

地
域
医
療
連
携
室

室
長
補
佐 

山
崎 

都
志
子

事
務
部

部
長 

多
川 
三
友

総
務
係

係
長 

藤
川 

弘
治

専
門
員 

竹
下 

直
紀

医
事
情
報
係

係
長 

細
川 

敏
樹

◎
北
広
島
町
消
防
本
部　
☎
０
５
０-

５
８
１
２-

１
１
１
９

消
防
長

一
部 

誠

総
務
課

課
長 

石
井 

雅
宏

総
務
係

（
課
長
兼
務
）

西
原 

敏
幸
・
大
本 

恵
里
・
田
上 

敬
明

消
防
課

課
長 

田
辺 

弘
司

予
防
係

係
長 

松
本 

浩
二
笠
道 

宏
和
・
山
田 

徹
・
山
脇 

和
雄

警
防
係

係
長 

野
上 

正
宏
今
﨑 

和
男

救
急
係

係
長 

牧
原 

早
人
瀧
川 

利
夫

通
信
指
令
係

係
長 

今
知 

克
典
東 

正
治

◎
北
広
島
町
消
防
署

署
長

一
部 

誠

副
署
長

田
辺 

弘
司

本
署

隊
司
令 

野
上 

正
宏

第
１
隊

隊
長 

宗
下 

雅
弘

隊
長 

牧
原 

早
人
山
田 

徹
・
中
村 

英
信
・
曽
我
部 

誠
司
・
栗
栖 

翼

西
原 

敏
幸
・
吉
田 

伸
也
・
前
崎 

貴
正
・
別
府 

泰
明

隊
司
令 

日
田 

靖
成

第
２
隊

隊
長 

立
川 

学 

隊
長 

福
田 

雄
宏
瀧
川 

利
夫
・
今
本 

秀
智
・
山
脇 

和
雄
・
中
尾 

正
人

岡
本 

和
馬
・
植
木 

亨
・
中
村 

兼
悟

芸
北
出
張
所

所
長 

原
㟢 

昇　

副
所
長

　
　
引
地 

博
文

第
１
隊

（
所
長
兼
務
）

芳
邦 

光
也
・
渡
辺 

肇
・
梅
木 

偉
久

第
２
隊

（
副
所
長
兼
務
）
藤
井 

文
典
・
隅
田 

雅
之
・
友
田 

秀
治

大
朝
出
張
所

所
長 

土
井 

隆

副
所
長

　
　
加
藤 

孝
士

第
１
隊

（
所
長
兼
務
）

 
隊
長　
立
川 

貢
大
下 

正
利
・
下
西 

幸
典

第
２
隊

（
副
所
長
兼
務
）
沖 

保
夫
・
山
下 

稔
・
箕
牧 

功
治

豊
平
出
張
所

所
長 

大
坪 

司

副
所
長森
藤 

一
樹
第
１
隊

（
所
長
兼
務
）

花
木 

敏
彦
・
西
田 

聖
仁
・
越
智 

義
宏

第
２
隊

（
副
所
長
兼
務
）
斎
藤 

幸
男
・
有
田 

俊
一
・
渡
草 

孝
夫
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退
職
（
３
月
31
日
付
）

若
本　
啓
二
（
危
機
管
理
監
）

高
松　
洋
子
（
会
計
管
理
者
）

稲
垣　
和
成
（
上
下
水
道
課
長
）

平
田　
義
孝
（
大
朝
支
所
長
）

白
砂　
妙
子
（
大
朝
支
所
自
治
振
興
課
長
）

藤
田　
秀
子
（
仁
愛
園
）

向
井　
隆
志
（
議
会
事
務
局
長
）

竹
山　
賢
治

　
（
豊
平
支
所
自
治
振
興
課
課
長
補
佐
）

境　
　
初
喜
（
豊
平
病
院
事
務
部
長
）

藤
井　
美
智
子
（
仁
愛
園
）

別
広　
志
満
子
（
仁
愛
園
）

新
谷　
美
枝
子
（
仁
愛
園
）

森
脇　
千
恵
子
（
仁
愛
園
）

今
知　
智
子
（
仁
愛
園
）

竹
下　
美
樹
子
（
保
健
課
）

石
橋　
浩
治
（
大
朝
支
所
自
治
振
興
課
）

中
村　
加
代
子
（
仁
愛
園
）

〈
消
防
・
医
療
職
〉

大
屋　
逸
人
（
消
防
署
大
朝
出
張
所
）

菅
原　
　
勝
（
豊
平
病
院
診
療
支
援
部
）

蒔
田　
和
佳
（
豊
平
病
院
診
療
支
援
部
）

岡
本　
正
恵
（
豊
平
病
院
診
療
支
援
部
）

新
規
採
用
職
員

仲
野
　
亜
希 

◇
総
務
課

　
生
ま
れ
育
っ
た
大
好
き
な
北
広
島

町
で
、
こ
の
町
の
た
め
に
、
町
民
の

皆
様
の
た
め
に
働
け
る
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
よ
り
よ
い
町
づ

く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
微
力
な

が
ら
一
生
懸
命
努
力
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

垣
谷
　
英
一 

◇
総
務
課

　
私
は
幼
い
頃
よ
り
、
こ
の
町
の
自

然
や
町
の
皆
様
の
暖
か
さ
に
触
れ
、

多
く
の
こ
と
を
学
び
育
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
恩
返
し
の
意
も
込
め
、
町

の
皆
様
に
貢
献
で
き
る
職
員
を
目
指

し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

小
川
　
康
貴 

◇
企
画
課

　
ふ
る
さ
と
北
広
島
町
の
職
員
と
し

て
働
け
る
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま

す
。「
仕
事
の
成
果
と
は
、
他
者
評

価
と
自
己
満
足
で
あ
る
。」
こ
の
言

葉
を
胸
に
、
町
民
の
皆
様
よ
り
ご
評

価
い
た
だ
け
る
よ
う
、
自
分
の
し
た

仕
事
に
満
足
で
き
る
よ
う
、
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
。

小
林
　
大
地 

◇
税
務
課

　
生
ま
れ
育
っ
た
北
広
島
町
で
働
く

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
愛

着
の
あ
る
こ
の
町
の
た
め
に
、
全
力

を
尽
く
し
、
町
民
の
皆
様
が
よ
り
過

ご
し
や
す
い
町
と
な
っ
て
い
く
よ

う
、
精
一
杯
努
力
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

瀧
野
　
友
裕 

◇
町
民
課

　
こ
の
度
は
、
採
用
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
人
生
経

験
も
浅
く
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で

す
が
、
皆
様
と
共
に
こ
の
町
を
よ
り

住
み
や
す
く
、
よ
り
あ
た
た
か
な
町

に
す
る
為
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

後方左から小川康貴、田上敬明、瀧野友裕、佐伯雄太、小林大地
前方左から、坂田奈那子、仲野亜希、垣谷英一

　
こ
の
た
び
、
次
の
職
員
が
退
職
と
な

り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
、
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
採

用
さ
れ
た
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人
事
異
動
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　　教職員の
定期人事異動

　平成25年度の北広島町内の小中学
校・共同調理場などについて定期人事
異動がありました。校長を中心として
町民の皆さんに信頼される学校づくり
に努め、「確かな学力」「豊かな心」「健
やかな体」「信頼される学校」をめざし
て、教育活動を展開していきます。

体・徳・知の基礎基本で大きな夢を！

■小学校
地域 学校名 校長　(　) は前任校 教頭　(　) は前任校
芸
北 芸北小学校 板倉 寿恵美 （芸北小） 津田 武子 （本地小）

大
朝

大朝小学校 田村 留美 （三原市立神田小） 上本 美代子 （雲月小）
新庄小学校 宮本 早苗 （安芸高田市立川根小） 龍河 登茂子

千
代
田

川迫小学校 佐々木 美代子 多川 牧子 （豊平南小）
八重小学校 稲垣 小百合 佐々木 良子
八重東小学校 前迫　 譲 （安芸太田町立戸河内小） 池野 道子
壬生小学校 松島 尚志 （大朝中） 増田　 浩
本地小学校 神川 義紀 沖田 敬治 （豊平中）

豊
平 豊平小学校 佐々木 昭典 （八重東小） 由田 広富 （雄鹿原小）

■中学校
地域 学校名 校長　(　) は前任校 教頭　(　) は前任校
芸北 芸北中学校 鎌田 義昭 仲野 泰二 （安芸高田市立高宮中）
大朝 大朝中学校 清住 秀久 （安芸太田町立戸河内中） 金田 順史
千代田 千代田中学校 増田　 隆 佐々木 悟
豊平 豊平中学校 山田 正彦 （広島県教育委員会） 多田　 治
＊大朝小学校長は、大朝学校給食共同調理場長を、豊平中学校長は、豊平学校給食センター長を兼務

体罰、セクシャル・ハラスメント相談窓口
　北広島町教育委員会では、児童生徒に対する体罰やセクシュアル・ハラスメントなどに関する相
談に応じています。
　プライバシーの保護及び秘密の保持は厳守します。
電話番号　IP ☎ 050-5812-1863
相談時間　月曜日から金曜日まで（祝日及び 12 月 29 日から翌年の 1 月 3 日までの日を除く。）

の午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで

坂
田
　
奈
那
子 

◇
保
健
課

　
初
め
て
の
土
地
で
の
就
職
で
不
安

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
保
健
師

と
し
て
町
民
の
方
々
と
関
わ
れ
る
こ

と
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
未
熟
な

私
で
す
が
、
い
つ
も
笑
顔
で
、
町
民

の
み
な
さ
ん
の
力
に
な
れ
る
よ
う
精

一
杯
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

佐
伯
　
雄
太 

◇
産
業
課

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
育
っ
て
き
た
こ

の
町
の
職
員
と
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
と
思
う
と
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。
い
ろ
い
ろ
と
至
ら
な
い
点

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
町
と
町

民
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

田
上
　
敬
明 

◇
消
防
本
部

　
私
の
消
防
士
に
な
り
た
い
と
い
う

夢
が
、
こ
こ
北
広
島
町
で
叶
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
北
広
島
町
の
一

員
、
ま
た
消
防
士
で
あ
る
こ
と
を
誇

り
に
思
い
、
こ
の
町
を
愛
し
、
安
心

と
安
全
を
守
れ
る
よ
う
全
力
を
尽
く

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。元
気・

明
る
く
・
一
生
懸
命
を
モ
ッ
ト
ー
に

頑
張
っ
て
い
く
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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自 動 車…16件（※ 7件）
電気製品…85件（※55件）
燃焼機器…  7件（※ 7件）
■平成24年１月～９月　総務省消防庁調べ
正規の使用法にもかかわらず出火したもので、

（※印）の件数は、製造元が製品の不具合を認
めた箇所からの出火です。

■
火
災
多
発
期
特
別
警
戒
実
施
中　
５
月
６
日
ま
で

■
平
成
25
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　
　
「
消
す
ま
で
は　
心
の
警
報　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

住
宅
用
火
災
警
報
器
で

助
か
り
ま
し
た
!!

　２階廊下に設置された住宅用火災
警報器の警報音に気づき、煙と炎を
確認。就寝中だった家族を避難させ、
その後、隣家に火事を知らせるとと
もに、119 番通報した。
　建物は全焼したが、家族全員無事
であった。

（平成 25 年１月 / 島根県八頭郡）

製
品
火
災
に
注
意「

リ
コ
ー
ル
情
報
」に

注
目
し
ま
し
ょ
う

　
リ
コ
ー
ル
情
報
は
、
製
造
元
が
製

品
の
不
具
合
や
危
険
性
を
鑑
み
て
発

表
し
、
製
品
の
回
収
や
部
品
交
換
を

促
す
情
報
で
す
。
そ
れ
ら
製
品
を
使

用
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
使
用
を
中

止
し
、
製
造
元
へ
の
回
収
や
部
品
交

換
に
応
じ
る
事
で
、
製
品
火
災
の
大

半
を
防
ぐ
事
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
日
常
的
な
使
用
の
中
で
、
製

品
の
異
変
を
感
じ
た
際
に
は
使
用
を

止
め
、
製
造
元
な
ど
へ
異
変
の
相
談

を
す
る
な
ど
、
火
災
や
事
故
に
対
す

る
注
意
が
大
切
で
す
。

　
今
年
２
月
に
、
長
崎
県
の
社
会
福
祉
施
設
で
発
生
し

た
火
災
の
原
因
が
、
加
湿
器（
リ
コ
ー
ル
製
品
）で
あ

る
可
能
性
が
高
い
と
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
便
利
に
し
、
日
常
生
活
を
送
る

上
で
欠
か
す
事
の
で
き
な
い
様
々
な
製
品
。
し
か
し
、

そ
れ
自
体
の
欠
陥
に
よ
り
、
火
災
が
発
生
し
て
い
る
物

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
が
実

施
す
る「
危
険
物
取
扱
者
試
験
」及
び「
消

防
設
備
士
試
験
」の
試
験
日
程
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
試
験
会
場
は
広

島
市
に
つ
い
て
の
み
の
掲
載
で
す
。
そ
の

他
の
試
験
会
場
・
日
程
に
つ
い
て
は
消
防

署
、
ま
た
は
出
張
所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

試験日 試験
（種類） 受付期間

危
険
物
取
扱
者

６月 23 日 甲・丙　　
乙（全類）

（電子）４/27 ～５/ ６
（書面）４/30 ～５/ ９

11 月 24 日 甲・丙　　
乙（全類）

（電子）９/28 ～ 10/ ７
（書面）10/ １～ 10/10

消
防
設
備
士

８月 25 日 甲（全類）
乙（全類）

（電子）６/29 ～７/ ８
（書面）７/ ２～７/11

平成 26 年
２月９日

甲（全類）
乙（全類）

（電子）12/ ７～ 12/16
（書面）12/10 ～ 12/19

消費者庁リコール情報サイト　http://www.recall.go.jp/
経済産業省　製品安全ガイド　http://www.meti.go.jp/product_safety/

製
品
の
リ
コ
ー
ル
や
事
故
情
報

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
こ
ち
ら

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

製品の欠陥による火災件数

合計 108 件
＊69 件がリコール！

平
成
25
年
度
消
防
設
備
士
試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験
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防
災
最
前
線

北広島町消防本部
☎ 0826-72-0119
IP050-5812-1119

　



　
３
月
号
よ
り
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を

中
心
と
し
た
農
作
物
な
ど
へ
の
被
害
対

策
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
獣
害
対
策
を【
自
分
で

や
る
】と【
や
っ
て
も
ら
う
】の
違
い
」

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、「
広
島
県
鳥

獣
被
害
対
策
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」の
井

上
雅
央
先
生
の
お
話
で
す
。

　
春
に
な
り
、
野
生
動
物
の
動
き
も
活

発
と
な
り
、
動
物
が
餌
を
求
め
て
農
地

の
周
辺
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し
ま
す
。
春
か
ら
の

獣
害
対
策
に
ぜ
ひ
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
回
の
お
話
の
な
か
で
、
獣

害
対
策
を「
や
っ
て
も
ら
う
」か
ら
卒

業
す
る
た
め
の
勉
強
会
を
５
月
に
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
気
に

な
る
。
自
分
で
獣
害

対
策
を
や
っ
て
み

た
い
。
勉
強
し
て
み

た
い
。
と
思
わ
れ
る

方
は
、
下
記
ま
で
お

気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
、
全
国
で
獣
害
対
策
が
二
極
化
し

て
い
ま
す
。
許
さ
れ
た
予
算
の
な
か
で

さ
っ
さ
と
被
害
を
止
め
て
、「
ま
す
ま

す
元
気
に
な
っ
て
い
く
集
落
」と
、
行

政
主
導
の
対
策
を
い
く
つ
も
導
入
し
な

が
ら「
失
敗
を
繰
り
返
す
集
落
」で
す
。

　

前
者
は
、
例
え
ば
稲
作
農
家
で
も
、

ま
る
で
獣
害
な
ん
か
止
め
て
当
た
り

前
、「
そ
り
ゃ
あ
、
こ
ん
な
山
ん
中
で

コ
メ
作
る
ん
や
、
い
も
ち
病
も
紋
枯
れ

病
も
ウ
ン
カ
も
シ
カ
も
イ
ノ
シ
シ
も
防

が
ん
こ
と
に
は
な
ぁ
。」と
涼
し
い
笑

顔
で
す
。

　
一
方
、
後
者
は「
駆
除
も
大
規
模
柵

も
や
っ
た
が
被
害
は
止
ま
ら
ん
、
抜
本

的
対
策
は
な
い
の
か
！
」と
声
を
大
に

叫
ぶ
人
ま
で
い
る
始
末
で
す
。

　

ど
う
し
て
こ
ん
な
差
が
つ
く
の
か
、

皆
さ
ん
は
も
う
お
分
か
り
で
す
よ
ね
。

そ
う
、ま
さ
に【
自
分
で
や
る
】と【
や
っ

て
も
ら
う
】の
差
な
ん
で
す
。

　
【
自
分
で
や
る
対
策
】で
あ
れ
ば
こ

【
井
上
雅
央
先
生
】

知
っ
て
か
ら
や
る
獣
害
対
策（
５
）

　
【
自
分
で
や
る
】と【
や
っ
て
も
ら
う
】

【
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
参
考
本
の
貸
出
に
つ
い
て
】

●
本
：「
こ
れ
な
ら
で
き
る
獣
害
対
策
」

　
　
　
　
　
　
　
（
井
上
雅
央
先
生
著
）

●
Ｄ
Ｖ
Ｄ
：「
暮
ら
し
を
守
る
獣
害
対

策
シ
リ
ー
ズ
」（
井
上
雅
央
先
生
ほ
か

監
修
）

◎
貸
出
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
右
記
問

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
、
い
ろ
い
ろ
な
創
意
工
夫
も
わ
い
て

来
る
し
、
や
っ
て
る
う
ち
に
動
物
が
何

を
や
ら
か
す
の
か
も
自
然
に
理
解
で
き

ま
す
。
畝
立
て
、
田
植
え
、
剪
定
か
ら

残
渣
処
理
ま
で
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
獣

害
へ
の
配
慮
も
生
ま
れ
ま
す
。さ
ら
に
、

自
然
発
生
的
な
工
夫
の
教
え
合
い
や
追

い
払
い
の
協
力
か
ら
住
民
同
士
の
連
帯

感
も
広
が
り
ま
す
よ
ね
。

　
【
や
っ
て
も
ら
う
】か
ら
卒
業
し
た

い
人
、
庄
原
市
役
所
西
城
支
所
管
内
の

皆
さ
ん
の
素
敵
な
取
り
組
み
、
一
度
見

学
さ
せ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
な
。

問 

産
業
課
林
業
振
興
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
７

E
-m

a
il:rin

g
y

o
@

to
w

n
.    

kita
h

iro
sh

im
a

.lg
.jp

知
っ
て
か
ら
や
る
鳥
獣
被
害
対
策

～
守
れ
る
畑
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
～
Ｖ
ｏ
ｌ
．
３

問
産
業
課 

IP
☎
１
８
５
７

☆
近
隣
市
町
の

　
　
　
お
す
す
め
イ
ベ
ン
ト

●
安
芸
太
田
町
森
林
セ
ラ
ピ
ー
®
基
地

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン　
（
安
芸
太
田
町
）

　
平
成
24
年
３
月
に
県
内
初
認
定
さ
れ

た
安
芸
太
田
町
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
®
。

あ
き
お
お
た
里
山
ガ
イ
ド
と
セ
ラ
ピ
ー

ロ
ー
ド
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
期
間　
５
月
25
日（
土
）・26
日（
日
）

■
開
催
場
所　

　
　

恐
羅
漢
エ
コ
ロ
ジ
ー
キ
ャ
ン
プ
場

問 

安
芸
太
田
町
商
工
観
光
課

　
　
☎
０
８
２
６
‐
２
８
‐
１
９
６
１

●
春
の
ワ
イ
ン
祭
り（
三
次
市
）

　

三
次
ワ
イ
ン
の
試
飲
・
販
売
や
、
故

郷
の
味
覚
を
満
喫
で
き
る
特
産
品
コ
ー

ナ
ー
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
が
芝
生
広
場
に

並
び
ま
す
。

■
期
間　
５
月
４
日（
土
）～
６
日（
月
）

■
開
催
場
所　

　
　
　
　

広
島
三
次
ワ
イ
ナ
リ
ー

問 

広
島
三
次
ワ
イ
ナ
リ
ー

　
　

☎
０
８
２
４
‐
６
４
‐
０
２
０
０

（
広
島
県
鳥
獣
被
害
対
策

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）
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自立支援給付

　体や心の不調による日常でのお困りごとや、福祉サービスのことなど、ご不明な点は、お気軽
にお問い合わせください。
　問 福祉課福祉係　IP☎０５０ ‐ ５８１２ ‐ １８５１　　　まずは福祉課へご相談を！

＊「相談支援事業所　さとやま」
　平成25年４月１日から、医療法人社団せがわ会により、「相談支援事業所さとやま」（北広島
町今田）が開所されました。
　障害福祉サービスなどの申請に必要な、サービス等利用計画案の作成などの相談支援事業を実
施されています。
問 相談支援事業所　さとやま　担当：金子　☎７２ ‐ ６５１１（代）

障害者総合支援法が始まりました。
　さまざまな福祉サービスを提供する障害者自立支援法は、さらなる福祉サービスの充実などによ
り安心して共に暮らせる地域社会の実現を目的として、平成25年４月から＊障害者総合支援法と
して生まれ変わりました。
　＊障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律
　
　○主な改正点
　障害の範囲に＊難病などが加わります。対象となる方々は、身体障害者手帳の所持の有無に関わ
らず、必要と認められた障害福祉サービス等の受給が可能となります。
　＊難治性疾患克服研究事業の対象である130疾患の方が対象

○障害者総合支援法によるサービス　　※希望するサービスごとに要件があります

ヘルパーによる家事援助や、短期入所
（ショートステイ）、ケアホームなど
施設への入所支援

介護給付

地域生活支援事業

補装具

訓練等給付

自立支援医療

就労に必要な能力の向上のための訓練や、
企業に就労することが難しい方に生産活動
の場の提供

指定の医療機関で医療を受けた場合、医療
費の自己負担額を１割に軽減する制度

義肢や車椅子などの補装具の購入や修
理にかかる費用を支給

→

→

←

←

↑ 育成医療の申請が、
平成25年４月から
北広島町に変わります。

（県からの権限移譲による）

・日常生活用具
　入浴補助用具など、障害のある人の日常生活の不便をやわらげる用具給付
・移動支援
　日常生活や社会参加を支援するための外出時の移動支援
・日中一時支援
　家族に用事があるとき、施設を日帰りで利用

障
害
の
あ
る
人
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＊軽度・中等度難聴児補聴器購入費助成事業
　平成25年４月から身体障害者手帳の交付対象とならない軽度・中等度の難聴児が補聴器によっ
て、きこえの確保や言語の発達を支援するために、補聴器の購入に関する費用の一部を助成する
事業を行います。
対象者は、次の要件のすべてを満たす方です。
　①北広島町に住所を有する18歳未満の方
　②原則として、両耳の聴力レベルが30デシベル以上である方
　③身体障害者手帳の交付の対象とならない方
　助成額は購入費用の２/３です。申請には医師の診断書などが必要です。くわしくは役場福祉
課へお問い合わせください。
　問 福祉課福祉係　IP☎０５０ ‐ ５８１２ ‐ １８５１　

　町では、リサイクル意識の向上、ごみの減量化を図ることを目的に、平成23年4月から「資源ご
みリサイクル町民総ぐるみ運動事業」を展開し、予め登録された団体が集められた資源ごみの量に
応じて助成金を交付しています。
　さらに、芸北、大朝、千代田、豊平の地域で、資源ごみの種類ごと（古紙、アルミ缶、スチール缶、
ペットボトル）に、一人当たりの年間収集量が前年度を最も上回った地域協議会に対して報奨金を
交付します。
　これを機会に各地域でごみの減量や環境問題について話し合い、資源ごみの回収を推進しましょう。

■対象団体
　行政区、子ども会、女性会、ＰＴＡなどの住民団体
■対象品目
　古紙（新聞・雑誌・ダンボールなど）、　アルミ缶、　スチール缶、　ペットボトル、衣類
　※平成25年4月1日から「衣類」を新たに対象品目に加えます。
■助成金額
　資源ごみ量１㎏につき５円（１㎏未満は切り捨て）
■手続き
　事前に団体登録が必要です。
　必要な書類は、役場町民課環境管理室または各支所自治振興課にあります。

問 町民課環境管理室　　☎050-5812-1854
　 芸北支所自治振興課　☎050-5812-2110
　 大朝支所自治振興課　☎050-5812-2211
　 豊平支所自治振興課　☎050-5812-1122

ご存知ですか
資源ごみリサイクル町民総ぐるみ運動事業
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年
齢
を
重
ね
る
と
若
い
こ
ろ
の
よ
う

に
は
、
体
が
動
か
な
く
な
っ
た
り
、
も

の
忘
れ
が
出
て
き
た
り
「
老
化
」
が
現

れ
て
き
ま
す
。
あ
る
程
度
の
「
老
化
」

は
仕
方
な
い
こ
と
で
す
が
、
そ
の
ま
ま

放
っ
て
お
け
ば
、
体
は
弱
り
生
活
を
す

る
う
え
で
支
障
が
出
た
り
、「
元
気
度
」

が
下
が
っ
て
き
た
り
し
て
、
生
活
の
質

を
低
下
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、生
活
習
慣
病
予
防
に
加
え
、

「
介
護
予
防
」
に
も
取
り
組
み
、「
い
き

い
き
生
活
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
介
護
予
防
」
が
目
指
し
て
い
る
も

の
は
、
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
に
無
理

が
な
く
、
生
活
に
必
要
な
こ
と
が
自
分

で
行
え
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
生
活

で
す
。

こ
ん
に
ち
は
！

北
広
島
町
地
域
包ほ
う
か
つ括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
問 保健課　
地域介護係
IP☎１８５３

「きたひろしま♥スキッと
体操」で元気づくりをし
ませんか。

（きたひろネットで定時放
送中です。）

みんなで声をかけあって「介護予防」に取り組みましょう。

はじめまして！ 北広島町母子保健推進員です

小田　浩美（筏津） 荒谷　泰子（川小田）

大佐　里佳子（吉木） 的場　里美（後有田）

清水　洋子（壬生） 山本　真紀恵（春木）

( 順不同・敬称略 )

か：からだに関心を持ち、年１回は健診を受けましょう。
い：息は長い息。長い息（深呼吸）をして長生きを目指しましょう。
ご：ご飯は３食決まった時間に、よく噛んで食べましょう。
よ：「喜んで」「ありがとう」の言葉を伝えましょう。
ぼ：ぼけても安心「北広島町」地域のみんなで支え合いましょう。
う：うち（家）に閉じこもらずに出かけましょう。

主な活動
　乳幼児健診、離乳食教室などの会場
で、身体計測のお手伝いや保護者のみ
なさんが十分に相談できるように、子
どもさんのお世話をしています。
　また、最近の子育て情報や制度など
についての研修を受け、よき相談相手
になるよう知識を深めています。

母子保健推進員からひとこと
　母子保健推進員として、お母さんたちの息抜
き、子育ての手助けができればうれしいです。
　ピンクのエプロンが目印です。気軽に私たち
に声をかけてください。

　

平成25年４月３日、母子保健推進員の委嘱状交付を町長室で行いました。
わたしたちは北広島町の子育てをサポート（支援）する 子育て応援隊です！
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第97回増
え
て
い
ま
す
！
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢ま
ん
せ
い
へ
い
そ
く
せ
い
は
い
し
っ
か
ん

性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

健　
康
　
信
通
問 保健課　
健康増進係
IP☎１８５３

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）は
、
気
管
支
や
気
管
支
の
先
に
あ
る
酸
素
を

取
り
込
む
た
め
の
肺
胞
が
、
治
り
に
く
い
炎
症
を
お
こ
す
病
気
で
す
。
現
在
、
日
本

で
も
５
３
０
万
人
以
上
の
患
者
が
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

楽しく歩いて健康づくり!

【日時】　平成25年５月29日（水）
　　　　午前９：30～11：30

【会場】　千代田運動公園

＊お誘い合わせて  お越しください。

月一ウォーキングのご案内

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
症
状
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
！

①
１
日
に
何
度
も
せ
き
を
す
る

②
１
日
に
何
度
も
た
ん
が
出
る

③
同
年
代
の
人
に
比
べ
息
切
れ
し
や
す
い

④
40
歳
以
上
で
あ
る

⑤
現
在
喫
煙
し
て
い
る
。
ま
た
は
以
前

　
喫
煙
し
て
い
た
。

こ
の
う
ち
３
つ
以
上
当
て
は
ま
る
人
は

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
危
険
が
高
い
方
で
す
。

健康語録「受動喫煙」
　他人の吸ったタバコの煙を周囲の人が吸わ
されることを受動喫煙と言います。火を付け
たまま放置されたタバコの煙や、喫煙者の呼
気には、有害物質が多く含まれます。喫煙の
マナーを守ること、特に子どもが受動喫煙に
合わないように、まわりの大人の配慮が必要
です。

禁煙外来やっています !

雄鹿原診療所
☎：０５０－５８１２－２１１７

大朝ふるさと病院
☎：０５０－５８１２－３９００

豊平病院
☎：０５０－５８１２－１１５５

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
最
大
の
原
因
は
喫
煙
で
す
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
患
者
さ
ん
の
約
90
％
が

喫
煙
者
で
す
。
ま
た
、
た
ば
こ
を
吸
わ

な
い
人
が
、
周
り
の
人
が
吸
っ
た
た
ば

こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
受
動
喫
煙
も
含

ま
れ
ま
す
。
喫
煙
以
外
の
原
因
と
し
て

は
、
大
気
汚
染
・
職
業
環
境（
粉
じ
ん

や
化
学
物
質
の
吸
入
）・
遺
伝
も
あ
り

ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
症
状

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
初
期
症
状
は
、
せ
き
や

た
ん
な
ど
の
た
め
、
風
邪
や
年
齢
、
喫

煙
が
原
因
だ
と
間
違
わ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
そ
の
ま
ま
気
づ
か
れ
ず
に
ゆ
っ

く
り
と
進
行
し
て
い
き
、
ち
ょ
っ
と
し

た
動
作
を
行
う
際
も
息
切
れ
や
息
苦
し

さ
を
感
じ
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
て

き
ま
す
。
さ
ら
に
進
行
す
る
と
、
酸
素

療
法
が
必
要
と
な
っ
た
り
、
寝
た
き
り

の
原
因
に
な
る
呼
吸
器
の
病
気
で
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
検
査
・
治
療

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
重
要
で
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
問
診
と

身
体
検
査
と
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、

ス
パ
イ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
機
器

を
使
用
し
て
、
肺
の
機
能
を
調
べ
る
こ

と
で
診
断
で
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｄ
を
根
治
す
る
薬
剤
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

気
管
支
を
拡
張
す
る
薬
な
ど
を
用
い
て

症
状
を
緩
和
し
ま
す
。

最
も
効
果
的
な
治
療
は
禁
煙
で
す
。

　
禁
煙
や
受
動
喫
煙
を
さ
せ
な
い
こ
と

で
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
発
症
、
重
症
化
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
５
月
31
日
は
世

界
禁
煙
デ
ー
で
す
。

　
町
内
の
禁
煙
外
来
を
実
施
し
て
い
る

医
療
機
関
で
す
。
お
医
者
さ
ん
と
一
緒

に
禁
煙
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？
お
医
者

さ
ん
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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問きたひろネットセンター IP ☎７４４７

きたひろネットのインターネット

第43回ふれあい囲碁大会が行われました。

　安心セキュリティーサービス「マカフィーforZAQ」を平成25年４月１日より無料で提供開始
しています。
セキュリティー対策は必要？
　インターネットは楽しくとても便利ですが、パソコンにセキュリティーソフトを導入していな
い場合、ウイルス感染による問題や個人情報の漏えいなどの大きな被害を受ける場合があります。
ZAQでは安心のセキュリティーサービスをご提供
　「マカフィーforZAQ」はお客様のパソコンをお守りする総合セキュリティーソフトです。お
使いのパソコンにインストールしていただくことにより、ウイルスやスパイウェアのスキャン・
駆除だけでなく、不正アクセスや設定した個人情報の漏えいも防ぎます。
サービス内容

サービス名 ～平成25年３月31日 平成25年４月１日から

メールウイルススキャン ２１０円 無料

マカフィーforZAQ ２１０円 無料

　セキュリティーソフトを利用する場合は、「ＺＡＱのホームページ」から「マカフィー
forZAQ」のダウンロードが必要です。
　マカフィーforZAQ　URL：http://www.khiro.home.ne.jp/channels/pos/mcafee_zaq/

サービスの詳細な情報は、きたひろネットセンターへお問合わせください。

　３月３日（日）に行われた千代田ふれあい囲碁
大会で、94歳の輪田辰雄さん（南方）が優勝され
ました。この大会には、北広島町内外から82名
の参加者があり、その中での快挙となりました。
　また、このふれあい囲碁大会では、平成22年
の第37回大会から愛の一手（善意の社会参加）運
動が行われています。今回でひとまず終了します
が、７回の運動で集まった義援金は、それぞれ東
日本大震災などの被災地に贈られています。

16Public Relations Kitahiroshima
2013.5



左から前田さん、箕野町長 曾根さんの話に聞き入る中学校の生徒達

防犯活動の功労が認められ表彰された片桐さん受章された上東さん（左から４番目）

オリンピック招致活動第２弾
曾根幹子さんの出前授業
　東京都への2020年夏季五輪招致活動を応援
しているどんぐり財団は現在豊平どんぐり村入
口に看板を設置しています。この活動の第２弾
として、３月15日（金）豊平中学校で元オリン
ピック選手であり、現在広島市立大学国際学部
教授の曾根幹子さんによる出前授業が行われま
した。テーマは「オリンピックから見える社会」
オリンピックの歴史や選手、開催国にもたらす
効果など様々なエピソードを紹介されました。

衆議院議員総選挙総務大臣表彰
北広島町選管委員長前田三夫さんが受賞
　北広島町選挙管理委員会委員長の前田三夫さ
んが、平成24年12月16日執行衆議院議員総選
挙総務大臣表彰を受賞されました。
　この表彰は、昭和61年９月に旧豊平町選挙
管理委員会委員に就任して現在まで26年にわ
たり、数多くの選挙を執行し、選挙の公正かつ
適正な執行に多大なる貢献をされ、選挙におい
てその職務によく精励されており、他の模範と
するに足ることが評価され受賞されました。

優秀地域安全推進員等表彰
片桐武信さんが受賞
　片桐さんが、広島県防犯連合会から、防犯
意識の普及高揚と地域安全活動の推進に尽力し、
安全・安心なまちづくりに貢献した方に贈られ
る優秀地域安全推進員等表彰を受賞されました。
多年にわたる地域住民の防犯意識の高揚、児童
の登校時における見守り活動や防犯パトロール
など積極的な防犯活動を展開し、安全で住みよ
い町づくりに尽力した功労が認められました。

高齢者叙勲伝達式
上東博さんが旭日単光章を受章
　元豊平町議会議員　上東博さんが、高齢者
叙勲を受章されました。
　上東さんは、昭和49年から昭和55年、昭和
58年から平成３年まで通算13年にわたり、議
員活動を続けられました。
　旧豊平町議会厚生常任委員会委員長、旧豊平
町議会総務常任委員会委員長等を歴任し、地域
の発展振興に多大な貢献をされました。
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～みんなでつくろう健康で元気な北広島町！～

●チャレンジデーとは

　毎年５月の最終水曜日に世界中で実施されている、住民総参加型のスポーツイベントです。この日
は、人口規模がほぼ同じ自治体同士が、午前０時から午後９時までの間に、町内で15分間以上継続
して何らかの運動やスポーツをした人の「参加率（％）」を競い合います。
　チャレンジデーは心身のリフレッシュを図り、健康づくりを進めることを目的に、いつでも、どこ
でも、誰でもが手軽で気軽に取り組むことができる世界的なイベントです。みんなで参加しましょう。

　○対戦相手　北広島町　ＶＳ　にかほ市（秋田県）

　※くわしくは、北広島町チャレンジデー実行委員会へお問い合わせください。
問 北広島町チャレンジデー実行委員会（教育委員会生涯学習課内）IP☎050-5812-1864

▲朝のラジオ体操

▲真夜中のフットサル

▲グラウンドゴルフ

５月29日（水）午前０時～午後９時　開催

チャレンジデー2013
 in 

 きたひろしま
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　八重東小学校が平成24年度広島県教育奨励賞を受賞しました。
広島県教育奨励賞は、学校教育社会教育、体育・スポーツ、地域
文化、教育行政分野を対象とし、成果などが他の模範として推奨
できるものを広島県教育委員会が表彰し、本県教育の振興・発展
に寄与することを目的としています。
　同小は、人権教育の充実や体力の向上、生徒指導の徹底等にお
いて、特色ある教育実践を展開してきました。人権教育の充実に
おいては、平成21年度、22年度文部科学省の人権教育の指定を
受け、県内外の学校の模範となる取組を行ってきました。また、
体力の向上においては、「八重東型体育授業モデル」を創り全校
で共通の授業を行う等の取組により広島県体力・運動能力調査の
総合評価が、今年度大幅に向上しました。これらの特色ある教育
実践により成果を上げ、この成果を広く公開してきたことが評価
されました。
　この度の受賞を機に、今後ますます教育実践の充実に努め、同
小のさらなる活躍を期待するところです。
問 教育委員会学校教育課　IP☎050-5812-1858（-1863）

八重東小学校　平成24年度広島県教育奨励賞受賞

◎
国
～

ツキノワグマにご注意を！！
　暖かくなり、行楽や農作業のシーズンとなり、クマなどの動物も活発に行動する季節になりました。
　行楽などで野山に入る場合は次のことに十分注意してください。
　①１人での行動は避けてください。複数いれば助けを呼ぶこともできます。
　②ラジオや鈴などの音のする物を持ち歩きましょう。
　　クマは臆病な動物です。人のにおい・歩く音や姿をクマのほうから先に察知して離れて行きます。
　③クマは里山では早朝と夕方に行動することが多く、奥山では昼間にも行動します。
　④雨や風の強い日、霧の濃い日は人の気配を感じにくく特に注意が必要です。
　⑤子グマがいる場合は、近くに親グマが必ずいます。近づかないようにしてください。
　もしも、クマと出会ったら…
　　①遠くにクマがいる場合は、すみやかにその場を立ち去りましょう。
　　②至近距離でクマと出会った場合は、背中を見せずにゆっくり、慌てず、後ずさりしましょう。
　　クマは人より早く動きます。
　　（クマと目を合わせることは攻撃の合図になり危険となる場合もあります。）

　　　まずは、クマに会わない備えをすることが重要です。
　　　また、家の周りや畑にクマのエサとなるような残飯を放置しないようにしてください。
　　　この餌付行為は、クマを定期的に寄せ付けることになり、民家の近くであれば人身被害にまで
　　　発展する恐れがあります。
　　　クマの寄りつきにくい環境整備をみんなで行いましょう。
　問 産業課林業振興係IP☎０５０ ‐ ５８１２ ‐ １８５７
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お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は

文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
掛
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

■
肝
臓
週
間

　

５
月
の
第
４
週
は「
肝
臓
週
間
」で

す
。
現
在
、
Ｂ
型
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

の
患
者
・
感
染
者
は
合
わ
せ
て

３
０
０
万
人
以
上
と
も
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
多
飲
や
、

脂
肪
肝
に
よ
る
肝
炎
が
増
え
て
お
り
、

肝
炎
は「
身
近
な
」病
気
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
肝
臓
は
、
病
気
に
な
っ
て
い
て
も
気

づ
き
に
く
い
た
め「
沈
黙
の
臓
器
」と

言
わ
れ
ま
す
。
健
診
を
受
け
て
、
肝
臓

の
声
に
早
め
に
気
付
き
ま
し
ょ
う
。

問
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

　

■
集
団
健
診
の
実
施　

　
お
近
く
の
会
場
で
、
総
合
・
巡
回
健

診
を
実
施
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
「
健

診
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
程　

　
芸
北
地
域　
５
月
20
日
～
23
日

　
千
代
田
地
域　

５
月
24
日
～
29
日

　
豊
平
地
域　
５
月
30
日
～
６
月
３
日

　
大
朝
地
域　
６
月
４
日
～
７
日

　
芸
北
地
域　
７
月
17
日
～
19
日

問
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
対
象

者
が
４
月
１
日
か
ら「
生
後
６
か
月
未

満
」か
ら「
生
後
１
歳
未
満
」に
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。
標
準
的
な
接
種
期
間
は

「
生
後
５
か
月
か
ら
８
か
月
ま
で
」と

な
っ
て
い
ま
す
。
接
種
券
・
予
診
票
は

お
手
元
に
あ
る
も
の
を
使
用
し
て
期
間

内
に
忘
れ
な
い
よ
う
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

問
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

■
新
任
の
人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
４
月
１
日
よ
り

後
任
に
次
の
方
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

＊
後
任
に
任
命

　
益
田
良
子
さ
ん（
石
井
谷
１
２
７
１
）

　
前
任
：
中
増
敏
昭
さ
ん

問
人
権
・
生
活
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
IP
☎
５
０
２
０

■
北
広
島
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
「
北
広
島
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
」は
、
育
児
の
支
援
を

し
て
欲
し
い
依
頼
会
員
と
、
地
域
の
子

ど
も
達
の
育
ち
を
支
援
す
る
提
供
会
員

を
結
び
つ
け
、
安
心
し
て
子
育
て
の
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
た
地
域
相

互
扶
助
事
業
で
す
。

●
平
成
24
年
４
月
～
25
年
３
月
末
日
ま

で
の
支
援
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊
支
援
件
数
１
３
９
件

　
○
保
育
所
へ
の
送
迎
62
件

　
○
保
育
所
・
児
童
ク
ラ
ブ
迎
え
、預
か
り
13
件

　
○
児
童
ク
ラ
ブ
後
・
そ
の
他
の
預
か
り
64
件

　
依
頼
会
員
の
利
用
料
金
は
、
子
ど
も

１
人
に
付
き
１
時
間
６
０
０
円
で
す
。

内
半
額
を
町
が
補
助
す
る
の
で
、
支
援

終
了
時
に
、
依
頼
会
員
は
、
提
供
会
員

に【
３
０
０
円
×
時
間
】の
謝
礼
を
直

接
渡
し
ま
す
。（
送
迎
の
場
合
は
別
に

ガ
ソ
リ
ン
代
が
必
要
。）

　

提
供
会
員
は
、
支
援
活
動
後
、
依

頼
会
員
か
ら
報
告
書
へ
の
確
認
印
と
、

【
３
０
０
円
×
時
間
】の
謝
礼
を
も
ら

い
ま
す
。
報
告
書
は
町
へ
提
出
し
、
町

負
担
分
の
謝
礼
は
後
日
振
込
と
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
活
動
に
対
す
る
保
険
は
町
で

負
担
し
ま
す
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
子

育
て
支
援
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

　
依
頼
会
員
及
び
提
供
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
依
頼
会
員
の
居
住
地
域
で
の
支
援
を

考
え
て
い
ま
す
。
育
児
の
支
援
を
し
て

い
た
だ
け
る
方
、
ぜ
ひ
提
供
会
員
の
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。
子
ど
も
達
か
ら

沢
山
の
元
気
を
も
ら
う
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
ご
夫
婦
で
の
登
録
も
大

歓
迎
で
す
。

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
IP
☎
１
８
５
１
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…
問
い
合
わ
せ
先

問

保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　
ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化　

　
　
ス
ポ
ー
ツ　



 

■
町
営
住
宅
等
入
居
者
募
集（
随
時
）

　
町
営
住
宅
等
の
入
居
者
を
先
着
順
で

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
役
場
建
設
課
都
市
管
理

係
ま
た
は
各
支
所
の
産
業
建
設
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
八
幡
団
地（
芸
北
）

　
琴
谷
団
地（
豊
平
）

　
特
公
賃
・
雄
鹿
原
団
地（
芸
北
）

　
特
公
賃
・
上
市
団
地（
大
朝
）

　
特
公
賃・松
崎
団
地・単
身
棟（
豊
平
）

　
犬
追
原
団
地（
大
朝
）

　
＊
犬
追
原
団
地（
一
部
）は
、「
65
歳

以
上
の
方
」ま
た
は「
身
体
に
障
害
の

あ
る
方
」が
対
象
で
す
。

問
建
設
課
都
市
管
理
係
IP
☎
１
８
６
０

芸
北
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
２
１
１
２

大
朝
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
８
０
０
１

豊
平
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
１
１
２
４

■
町
有
千
代
田
住
宅
入
居
者
募
集

　
町
有
千
代
田
住
宅（
旧
雇
用
促
進
住

宅
）の
入
居
者
を
先
着
順
で
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
役
場
建
設
課
都
市
管
理

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
都
市
管
理
係
IP
☎
１
８
６
０

■
行
政
相
談
委
員
の
紹
介

　
行
政
相
談
は
、
国
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
行
政
相
談
委
員
が
、
行
政
に
関
す
る

様
々
な
相
談
を
受
け
て
、
解
決
の
た
め

の
処
理
、
斡
旋
を
行
う
制
度
で
す
。

　
北
広
島
町
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
２

年
間
の
任
期
で
次
の
４
人
の
方
に
行
政

相
談
委
員
と
し
て
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

　
壽
老　
長
吉
郎
さ
ん 

（
芸
北
地
域
）

　
杉
野　
光
眞
さ
ん 

（
大
朝
地
域
）

　
箕
野　
春
人
さ
ん   （
千
代
田
地
域
）

　
室
坂　
時
子
さ
ん 

（
豊
平
地
域
）

　
国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
聴
き
し
、

そ
の
解
決
や
実
現
の
促
進
を
図
る
た
め

の
行
政
相
談
所
の
開
設
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
総
務
係　
　
IP
☎
２
１
１
１

■
上
下
水
道
の
届
け
出
は
忘
れ
ず
に　

　
上
下
水
道
の
使
用
を
開
始
・
中
止
さ

れ
る
場
合
に
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
使
用
料
を
使
用
人

員（
認
定
水
量
）に
よ
り
納
付
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
世
帯
で
は
、
居
住
さ
れ

て
い
る
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

江波山気象館がきたひろしまにやってくる！

○日時：５月25日（土）・26日（日）10：30～16：00
○場所：千代田中央公民館

科学の体験コーナー
・ダイアモンドダストをみよう
・光のマジック　・変身ミラー
・電流イライラ棒にチャレンジ
他に10種類以上のコーナーがあるよ！

科学実験ショー
25日(土)
①11：00～11：30
②13：00～13：30
③14：30～15：00
26日(日)
11：00～11：30

問 千代田中央公民館　IP ☎ 050-5812-2249

サイエンスワークショップ
〔要申込〕

26日(日) 13：00～16：00
〈＊当日10：30より受付〉

・定　員：   50名
・材料費：150円

移動科楽館
    「みて！さわって！あそぼう！

サイエンス・ワンダーランド」

人
員
変
更
届
け
が
必
要
で
す
。

　
引
越
し
や
長
期
不
在
な
ど
で
届
出
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
必
ず
本
庁

上
下
水
道
課
、
ま
た
は
各
支
所
産
業
建

設
課
ま
で
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
管
理
係
IP
☎
１
８
６
１

芸
北
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
２
１
１
２

大
朝
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
８
０
０
１

豊
平
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
１
１
２
４

　
　
　
　
　
　
　
　

入場無料
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生
活
・
環
境

産
業

  

教
育
・
文
化　

　
　

  

ス
ポ
ー
ツ

消
防
・
防
災

き
た
ひ
ろ　

　
　
　
ネ
ッ
ト

税
金

年
金
・
保
険

保
健

福
祉
・
子
育
て



問 北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　 IP ☎ ０５０－５８１２－１８５６
　 Webサイト http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

企　　業　　名 募 集 職 種
● 正社員の募集

（医）明和会 介護支援専門員・介護職・看護師
とよひら小規模多機能ホーム 介護職

（医）社団慶寿会 千代田中央病院 看護師（正・准）,看護助手
（医）社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）・介護職

（医）社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師（正・准）
特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職

焼肉 河九 調理
広島北ホテル 調理師・レストランホールスタッフ
今井運送（株） 大型ウイング運転手（10～15ｔ）

（有）八重製材所 住宅の施工管理
(株)千代田工務店 土木技術者・土木作業員
(株)広栄建設産業 建設業

（有）エルモ 美容業務全般（美容室）
Life shop かわすみ 食品スーパー内業務全般

立川医院 看護師（正・准）
（有）中越木材 木材の伐採、運搬
(株)竹下生コン 品質管理、大型運転手

(株)輝陽 作業員（医療廃棄物処分）
デイサービスセンター やすらぎ 看護師（正・准）

丸二(株) 食品添加物製造・梱包作業
（有）ハナキ保険企画 営業、営業事務

（有）つかさランドリー クリーニング受付・コインランドリー管理
福山通運（株）広島北支店 集配運転手

北広島町豊平病院 薬剤師
太田川森林組合 林産現場作業員
益水興産（有） 栄養士、調理員

(株)森下電設工業 電工
広島県板金工業組合 事務職

（有）三田造園 造園に関わる作業
● パートの募集

とよひら小規模多機能ホーム 介護職
特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職、調理員

あけぼの訪問介護事業所 訪問介護ヘルパー
（医）せがわ会 通所・訪問介護事業所 ヘルパー職員

（株）ワークスタッフ 広島営業所 作業員，レジ業務、倉庫内ピッキング作業
（株）ワールドインテック 型枠の組立・解体・清掃業務
千代田ＯＧＭゴルフ倶楽部 キャディ・調理師・スタート室スタッフ
西川物産（株）千代田工場 内職、工場内作業

新広島ヤクルト販売（株） 千代田センター 乳製品販売（食品販売）
ローソン 千代田インター店 コンビニ店員

（有）種浦商店セブンイレブン広島 千代田インター店 コンビニ店員
ガスト広島 千代田店 ホール・調理

八剣伝 千代田店 ホール・調理
広島北ホテル フロント、カウンター、バーテンダー、レストラン

（株）どんぐり村 接客
（株）むさし 接客販売・調理補助

（株）フレスタサンクス店 レジ・総菜・食堂・品出し部門
（有）新見仕出し店 調理補助・販売

へんぽこ茶屋 調理・接客、もち製造

４月 9 日現在 届出順
企　　業　　名 募 集 職 種

● パートの募集
（株）Aコープ中国 Aコープちよだ店 レジ

Life shop かわすみ レジ・陳列、販売〔花屋〕
（株）タック 交通誘導警備員

(株)ミチコーポレーション ウェブサイト制作・商品開発
おおあさ鳴滝露天温泉 調理・配膳・清掃

和食　みや島 配膳・食器洗い
立川医院 看護師（正・准）

（株）さんびる 清掃業務
阪神畜産（株） 畜舎内外の管理
（有）エルモ 美容業務全般（美容室）

お好み焼　三八　松浦 調理補助・接客
（株）サルボ両備　寒曳売店 調理・レジ・商品補充・清掃

（有）八重製材所 接客販売
レストハウス大朝 接客・調理・レジ

サンケイサービス（株） 組立・加工・仕上げ、建設機械の部品製造
デイサービスセンター やすらぎ 看護師（正・准）

（株）タカキベーカリー 千代田工場 生産、工務、製造運搬作業、寮監・寮母
徳山産業（株） ゴム製品検査
日本郵便（株） 郵便配達

福山通運（株）広島北支店 荷分け作業
（医）社団慶寿会 千代田中央病院 夜間受付

（株）ひろし本店 清掃業務、調理補助
（株）オーエスピー 工場内作業

小島紙器工業（株）千代田工場 菓子箱製造全般
大石農園 農作業

（株）サルツ 工場内作業
（株）積水化成品山口 工場内作業

（株）クリエイト 農作業
＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

■求人情報
　きたひろネットの文字放送にも求人情報を
掲載しています。広報紙掲載文、きたひろネッ
ト掲載文とも、すでに募集が終了している場合
もありますので、くわしくは北広島町求人情報
センターへお問合せください。
問 北広島町求人情報センター
  （企画課立地定住推進室内）
IP ☎ 050-5812-1856
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人情報コーナー求



　西　夏輝さん
 　　（本地小学校１年）

 入　選
 平成 24 年度

◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権・生活総合相談センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５-１）
　 ☎０８２６ － ７２ － ５５７１［相談室専用］
 IP ☎０５０ － ５８１２ － ５０２０
毎週木曜日（祝日・年末年始除く）10 時～12 時 ・ 13 時～16 時

買い取られた貴金属　
クーリング・オフができます！

>>> Population 人口と世帯

>>> ￥￥￥ 納期限

>>> Human rights 人権標語

かんがえよう
じぶんがされて
いやなこと

相談
　「不用品など何でも買い取る」と電話があり来
訪してもらった。業者の男性は用意しておいたも
のはざっと見ただけで、「貴金属はないか」と聞
いてきた。「ない」と答えると、「絶対に何もない
か。うそになるよ」などとあまりにもしつこく言
われ、仕方なく金のネックレスなど4点を見せた
ところ、「それを売ってほしい」と言われた。断っ
たが男性の様子が怖かったし、なかなか帰ってく
れないため、あきらめて売却し、2万円ほど受け
取った。冷静になると大事なものを売ってしまっ
たという後悔が強くなり、数日後「返してほしい」
と連絡したが、「すでに手元にないし、クーリング・
オフはできない」と断られた。本当にクーリング・
オフはできないのか。（70歳代　女性）（参考：国民生活
センター発行 メルマガ見守り新鮮情報 NO.157より）

アドバイス
●訪問した業者に貴金属等を買い取られる「訪問購
入」に関する相談が依然寄せられています。これま
ではクーリング・オフの制度はなく、後になって返
品を求めても「すでに処分した」などと言われ、取
り戻せないケースがほとんどでした。 
●平成25年２月21日より、訪問購入についてもクー
リング・オフが導入され、今後は法律で定められた
書面を受け取った日を含めて8日以内であれば無条
件に取り戻すことができるようになりました。 
●契約をしたとしても商品をその場で引き渡す必要
はありません。 
●ただし、クーリング・オフが適用されない商品な
ど例外もあるので、注意が必要です。何よりまず、
売却したくない場合はきっぱりと断りましょう。 

５月 31 日（金）

［３月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 19,790 人 （79 減）

    転　入 88 人

    転　出 143 人

　 出　生 ８人

　 死　亡 32 人

    世帯数 8,363 世帯 （15 減）

●軽自動車税

●固定資産税［１期］
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心の相談窓口
　夜眠れない、気分が
落ち込む、イライラす
る。そんな悩みを相談
してみませんか。悩ん
でいる方だけではなく、その方の家族や
身近な方からの相談でもかまいません。
お気軽にご相談ください。
　問 保健課健康増進係　IP ☎１８５３
　問 福祉課福祉係　　　IP ☎１８５１

　Stop
費者トラブル消
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夜
半
の
雷
、
名
残
雪
、
南
か
ら
吹
く
強
い
風
と
、

目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
空
模
様
に
気
を
取
ら
れ
て

い
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
足
下
で
は
、
草
花
が
芽

生
え
、
花
を
付
け
て
い
ま
す
。
雪
の
消
え
た
臥
竜

山
を
歩
く
時
、
春
に
な
っ
た
な
、
と
感
じ
さ
せ
る

花
の
一
つ
が
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
で
す
。

北
広
島
町
に
は
20
種
類
以
上
の
ス
ミ
レ
が
自
生

し
て
い
ま
す
。
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
は
そ
の
中
で
も

大
型
の
種
で
、
登
山
道
や
林
道
沿
い
な
ど
日
が
差

し
込
む
林
内
に
見
ら
れ
ま
す
。
全
国
的
に
は
北
海

道
の
西
部
か
ら
山
口
県
ま
で
、
日
本
海
に
沿
っ
た

多
雪
地
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
は
、
春
先
に
ま
ず
花か
け
い茎
を

伸
ば
し
、
そ
れ
か
ら
葉
を
広
げ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
花
が
咲
く
頃
に
ま
だ
葉
が
閉
じ
て
い
る
個
体

や
、
葉
の
縁
が
ク
ル
ク
ル
と
巻
い
て
い
る
個
体
が

見
ら
れ
ま
す
。
春
先
の
林
床
で
、
花
だ
け
が
パ
ッ

と
開
い
て
い
る
様
は
特
徴
的
で
す
。
花
が
終
わ
る

と
、
葉
は
生
長
し
、
夏
の
終
わ
り
に
は
子
ど
も
の

掌
く
ら
い
の
大
き
さ
に
な
る
の
で
、
ず
い
ぶ
ん
違

う
印
象
を
受
け
ま
す
。
秋
ま
で
に
作
ら
れ
た
栄
養

は
地
下
茎
に
貯
え
ら
れ
、
翌
春
の
開
花
に
備
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
地
下
茎
は
、
地
方
に
よ
っ
て
は
山

菜
と
し
て
利
用
す
る
の
で「
と
ろ
ろ
す
み
れ
」と

呼
ば
れ
る
そ
う
で
す
。

ス
ミ
レ
の
仲
間
は
種
類
が
多
い
の
で
、
見
分
け

る
の
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
本
に
は
１
０
０
種
類
以
上
の
種
が
あ
り
、
さ
ら

に
そ
れ
ら
が
交
雑
す
る
た
め
、
全
て
を
覚
え
よ
う

と
す
る
と
確
か
に
大
変
で
す
。
一
方
で
ス
ミ
レ
の

仲
間
は
特
徴
的
な
花
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
仲

間
を
見
付
け
た
時
に「
ス
ミ
レ
の
仲
間
」と
い
う

こ
と
は
、
だ
れ
に
で
も
分
か
る
事
で
す
。
ま
た
町

内
の
ど
こ
に
で
も
、
ご
く
身
近
に
、
ス
ミ
レ
の
仲

間
は
生
育
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
家
の
回
り
を
歩
い
て
み
て
、
花
が
菫
す
み
れ
い
ろ色

を
し
た
ス
ミ
レ
を
見
付
け
て
く
だ
さ
い
。
１
箇
所

に
ま
と
ま
っ
た
株
を
作
り
、
葉
が
長
い「
へ
ら
」

の
よ
う
な
形
を
し
て
い
れ
ば
、そ
れ
が「
ス
ミ
レ
」

と
い
う
和
名
の
ス
ミ
レ
で
す
。
も
し
も
、
花
が
菫

色
で
な
か
っ
た
り
、
葉
の
形
が
へ
ら
形
以
外
な
ら
、

そ
れ
は
別
の
種
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

近
所
の
ス
ミ
レ
を
探
索
し
て
お
け
ば
、
ス
ミ
レ
サ

イ
シ
ン
や
他
の
ス
ミ
レ
に
出
会
っ
た
時
に
も
、
す

ぐ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）


